
金
滞
官
蹟
志
巻
十
四

ふ
豆
腐
屋
よ
り
出
火
、
三
軒
焼
失
。
と
あ
り
。
同
丸
年
の
士
幌
に
‘

千
石
松
崎
五
郎
兵
衛
竪
町
と
戦
せ
た
れ
ば
、
松
崎
小
路
は
俗
稀
に

て
、
本
名
を
竪
町
と
呼
ぺ
る
た
り
。
今
は
池
田
町
に
属
す
。

O
松
崎
亀
之
助
偉
鼠

女
童
の
手
鞠
歌
に
、
ぽ
ん
と
打
出
す
火
事
大
鼓
‘
火
も
と
は
ど
と
じ

ゃ
長
三
郎
、
先
づ
一
番
に
櫨
之
助
、
二
番
に
松
崎
亀
之
助
、
三
番
横

山
兵
部
さ
ま
、
四
番
に
篠
原
主
水
さ
ま
、
五
番
に
中
山
せ
い
が
ん
じ
‘

六
帯
津
固
た
る
玄
審
さ
ま
、
七
番
入
り
て
は
、
番
太
郎
な
ん
ぞ
が
拍

子
木
敏
い
て
う
け
つ
け
ぬ
。
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
手
鞠
歌
の
唱
歌

は
児
童
の
口
停
に
て
‘
設
と
す
る
に
足
ら
・
?
と
い
へ

E
も
‘
古
き
も

の
怠
れ
ば
明
か
考
燈
と
す
ぺ
し
。
右
出
火
は
何
れ
の
頃
な
ら
ん
か
。
晶
仲

間
玄
蕃
・
篠
原
主
水
-
な
ど
の
名
に
て
見
れ
ば
‘
一
万
誠
頃
の
作
た
り
け

ん。。
民
性
坊
小
路

或
は
良
一
梨
坊
小
路
と
書
け
り
。
此
の
小
路
は
竪
町
松
崎
小
路
の
上
た

る
小
路
を
呼
ぺ
り
。
奮
停
に
、
昔
此
の
小
路
に
異
性
坊
と
い
へ
る
山

伏
の
邸
地
あ
り
。
故
に
小
路
の
名
に
呼
べ
り
と
。
明
治
陵
藩
の
後
、

此
の
地
漣
を
ぽ
都
て
池
田
町
と
す
れ
ど
、
子
v
今
倫
民
性
坊
小
路
と
呼

の
挟
た
る
ぺ
し
。
金
部
町
合
所
留
記
に
戟
せ
た
る
、
正
徳
元
年
金
滞

情
師
長
谷
川
製
峰
の
尚
緒
替
に
、
生
関
越
前
、
三
国
湊
氏
紳
祇
園
之

別
営
山
伏
常
縞
院
と
申
者
之
嫡
子
に
候
慮
、
営
園
小
松
五
穀
寺
住
持

筋
目
有
v
之
に
付
取
持
に
而
、
元
秘
十
五
年
春
賞
地
紳
醗
寺
之
中
衆
竪

町
民
衆
坊
方
へ
智
養
子
に
罷
越
、
紳
謎
寺
へ
相
勤
候
底
、
家
僻
之
盤

道
有
v
之
に
付
、
一
脚
龍
寺
役
倫
中
へ
相
断
‘
妻
女
離
別
設
し
立
退
、
従

弟
百
姓
町
長
柴
寺
へ
立
寄
、
長
谷
川
串
峰
と
相
改
む
。
と
あ
り
て
、

此
の
後
民
性
坊
の
子
孫
絶
え
た
り
け
ん
、
山
伏
共
の
中
に
此
の
後
民

性
坊
と
い
ふ
も
の
注
し
。
町
内
の
偉
訟
に
も
、
民
性
坊
と
呼
べ
る
山

伏
此
の
町
内
K
居
住
せ
し
よ
し
云
ひ
侮
ふ
る
の
み
に
て
、
断
絶
の
年

暦
未
だ
鮮
か
た
ら
歩
。

O
池
田
屋
小
路

此
の
小
路
は
‘
竪
町
民
性
坊
小
路
の
上
怠
る
小
路
を
呼
べ
り
。
膏
停

に
云
ふ
。
昔
此
の
小
路
の
西
角
に
、
池
田
屋
長
左
衛
門
と
て
醤
家
の

商
家
教
代
居
住
す
。
故
に
池
田
屋
小
路
と
呼
べ
り
と
一
疋
ひ
停
へ
た

り
。
然
る
に
明
治
維
新
の
際
、
明
治
四
年
四
月
戸
籍
制
成
の
時
、
此

の
小
路
よ
り
鱗
地
町
へ
か
け
、
此
の
地
越
を
都
而
池
岡
町
と
町
名
を

建
て
た
り
。
池
田
屋
町
と
な
す
ぺ
き
を
池
田
町
と
せ
し
は
、
如
何
た

金
揮
官
蹟
志
巻
十
四

ニ占ハ

ー

ぺ
り
。

。
民
性
坊
侮

貞
享
二
年
由
来
書
に
左
の
如
く
記
載
す
。

私
親
良
性
、
鹿
安
三
年
庚
寅
五
月
松
簿
院
代
中
衆
に
被
ι
申
付
一
束
照

槌
現
御
一
脚
前
香
花
・
燈
明
・
掠
除
等
仕
候
。
共
上
爾
御
悌
殿
、
右
之
渇

毎
月
御
命
日
に
罷
出
相
勤
申
候
。
今
年
迄
三
拾
七
年
に
而
御
座
候
。

私
居
屋
敷
地
子
地
に
居
住
仕
申
候
。

貞
享
二
年
九
月
十
七
日
陣
川
毘
町
中
衆
貫
性

右
東
照
宮
御
一
脚
前
燈
明
・
婦
除
等
仕
中
衆
由
来
相
帯
、
寄
付
出
候
付
、

帳
面
に
記
昌
上
之
-
候
。
以
上
。

貞
享
二
年
九
月
十
八
日

金
棒
卯
辰
天
台
宗
西
養
寺
名
判

右
同
時
に
、
犀
川
小
鳥
居
町
中
衆
宗
蒋
の
由
来
書
も
指
出
し
、
雨
入

同
時
に
勤
め
先
り
。
菅
家
見
聞
集
に
、
寛
文
元
年
大
猷
院
殿
の
鍵
堂

金
津
に
治
替
の
時
、
婦
除
坊
主
宗
得
坊
・
良
殺
坊
、
各
天
台
宗
坊
主
に

て
妻
帯
也
。
と
あ
り
。
民
毅
坊
は
異
性
坊
の
書
損
也
。
紳
能
寺
普
記
に
、

金
揮
東
照
宮
の
結
香
に
、
山
伏
之
内
よ
り
人
撰
し
て
交
呑
せ
し
め
た

る
由
見
ゆ
れ
ば
、
菅
家
見
聞
集
に
、
天
台
宗
の
坊
主
と
あ
る
は
僻
聞

る
詮
蟻
左
り
け
ん
、
故
踏
の
貨
を
失
せ
り
と
い
ふ
ぺ
し
。

。
池
田
屋
長
左
衛
門
侮

池
田
屋
は
世
々
長
左
衛
門
と
穏
し
、
磁
宿
と
て
藩
士
の
知
行
米
を
預

れ
る
を
商
業
と
せ
り
、
堀
格
膳
の
由
緒
書
に
去
ふ
。
五
世
の
組
姻
茂
兵

衛
は
、
掘
左
衛
門
替
秀
政
に
事
仕
し
け
る
慮
、
腹
長
十
五
年
同
首
勘

左
衛
門
と
一
集
に
金
津
へ
罷
越
し
、
勘
左
街
門
は
利
常
卿
へ
奉
仕
し
、

茂
兵
衛
は
町
人
と
成
り
、
家
名
を
池
田
屋
と
稿
し
、
政
代
竪
町
民
居

住
せ
り
。
樗
膳
は
即
ち
池
田
屋
長
左
衛
門
の
枠
に
て
、
初
め
長
左
衛

門
と
呼
ぴ
、
商
業
を
た
す
底
、
商
寅
方
不
得
手
に
付
き
町
殿
町
師
と
成

p
‘
掘
樗
庵
と
改
名
し
、
安
永
八
年
七
月
御
崎
師
並
に
被
昌
召
出
一
五

人
扶
持
被
v
下
。
と
あ
り
て
、
太
梁
公
よ
り
皆
師
並
に
命
ぜ
ら
れ
た

り
。
坂
井
一
調
の
根
無
草
を
考
ふ
る
花
、
樗
庵
は
池
田
屋
の
次
男
な

り
し
が
、
元
文
の
頃
兄
池
問
屋
長
左
衛
門
夜
し
、
共
の
子
幼
少
に
て

家
を
縫
ぎ
け
る
に
、
甥
を
も
り
立
て
濁
身
k
t
後
見
す
と
あ
り
。
さ

れ
ば
此
の
頃
長
左
衛
門
と
稀
し
、
後
見
訟
が
ら
戸
主
分
に
成
り
居
た

り
し
に
や
。
さ
て
将
庵
は
、
後
別
家
し
て
堀
樗
庵
と
改
稽
し
、
池
田

屋
は
減
宿
を
勤
め
、
文
政
年
中
ま
で
連
綿
せ
し
か
ど
、
遁
々
零
落
し

て
、
竪
町
の
居
宅
を
ぽ
皆
師
高
嶋
氏
へ
寅
却
し
、
此
の
地
を
退
去
す

二
七




